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鹿児島港の全景

計画変更箇所
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鹿児島港の概要

○鹿児島港全体の取扱貨物量は3,983万トンで、うち約85％がフェリー貨物（平成25年統計）である。
○鹿児島港は、鹿児島市の南北約20kmの範囲に及ぶ7つの港区から成り立っており、種子島、屋久島及び奄美大島など

の離島を結ぶ定期船の基地港として住民の生活を支えているとともに、地域の主要産業である畜産業・漁業・観光など
を支える拠点として、地域経済の発展に大きな役割を果たしている。

取扱貨物の品目内訳（平成25年）

内航RORO船航路 船社名 便数

大阪（博多）～鹿児島～那覇 鹿児島荷役海陸運輸 1便/週

博多～那覇～鹿児島 琉球海運 3便/週

鹿児島～名瀬（奄美大島） 共同組海運 6便/週

鹿児島～宮之浦（屋久島） 共同組海運 1便/日

鹿児島～西之表（種子島） 共同フェリー運輸 2便/日

鹿児島港の主な定期内航RORO航路（平成27年年4月1日現在）

取扱貨物量の推移

内貿外貿

出典：港湾管理者統計に基づき港湾局作成 2
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■鹿児島港の貨物移動
○港内移動貨物量の約93％が谷山港区・中央港区

で車両に積み込み
○谷山港区・中央港区で積込まれた貨物量の約88％

が本港区・新港区に運ばれ、離島や沖縄へ輸送。

鹿児島港の利用状況

○鹿児島港は離島と本土を結ぶ重要な結節点であり、離島・沖縄向け貨物は、主に倉庫等が集積する南部の谷山
港区・中央港区から、離島・沖縄向け航路が就航する北部の本港区・新港区に輸送されている。

○離島・沖縄向けフェリーの出港時刻に合わせて確実に貨物を搬出入できるよう、臨港道路鴨池中央港区線の整備
による港内南北交通の円滑化が必要である。

《鹿児島港と県内離島、沖縄を結ぶ定期航路》

鹿児島港

■鹿児島県の離島人口 17万人(平成22年)
（全国離島人口の27％）

《離島との海上物流を支える流通拠点形成》
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港内移動貨物量の発地別割合

H25.3 鹿児島港運協会10社へのヒアリングによる。
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3 ％

新港区

谷山港区

中央港区

25 ％
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航路名 船種 便数 備考

三島 フェリー 3便/週 本港区

十島 フェリー 2便/週 本港区

種子
・

屋久

ジェットフォイル 9便/週 本港区

フェリー
2便/週 本港区

1便/週 谷山港区

奄美・喜界 フェリー 5便/週 本港区

奄美・沖縄 フェリー 1便/週 新港区

■鹿児島港の定期離島航路（平成27年2月現在）
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鹿児島港 港湾計画一部変更のポイント

○港内南北方向の交通網を充実し、港湾における物流の円滑化を
早急に図るため、中央港区において臨港交通施設計画を変更する。

中央港区：臨港交通施設計画
臨港道路鴨池中央港区線

【変更前】 起点：臨港道路鴨池港線
終点：中央港区埠頭
延長：約２．５ｋｍ
車線：２～４車線

【変更後】起点：臨港道路鴨池港線
終点：臨港道路人工島巡回線
延長：約２．２ｋｍ
車線：４車線
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周辺道路の混雑状況と臨港道路鴨池中央港区線の整備効果

臨港道路与次郎ヶ浜線

鴨池港区 中央港区

鴨池フェリーターミナル

産業道路の交通混雑状況

産業道路の交通混雑状況

臨港道路
人工島巡回線

航空撮影：平成23年11月

南向き

北向き

南向き

北向き

北向き

北向き

南向き南向き

国道225号の交通混雑状況 国道225号の交通混雑状況 5

交通アクセス改善の取組み
＜黎明みなと大橋供用H26年3月完成＞

○鴨池港区及び中央港区周辺道路においては、臨港道路の未整備による港湾関連車両の流入も一つの要因となり、
混雑が発生している。

○臨港道路の全線整備により沿岸部ルートの連続性を確保することにより、道路混雑緩和と時間短縮が図られる。

既定計画

今回計画

マリンポート
かごしまⅠ期

マリンポート
かごしまⅡ期
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桜島島内の土石流

発生回数 （回）

桜島の降灰量

（万トン）
桜島の降灰量 桜島島内の土石流発生回数

土石流土砂処分場の現状

○現計画では、桜島の降灰に伴う土石流土砂処分場として、マリンポートかご
しまを計画し、造成後の土地を有効活用することとしている。

○近年、桜島の活動は沈静化しており、降灰量は計画で想定した発生量に比
べ、少ない量で横ばいの状況である。（現在は桜島内の有村溶岩採石跡地
などで処分されている。）

○現状、土石流土砂は既存処分場で処理が可能であり、マリンポートかごしま
を早急に整備する必要は無い。従って、マリンポートかごしまの整備を前
提とした臨港道路の計画を見直す必要がある。

○ただし、今後発生量が増加した場合に備え、土石流土砂受入先としてマリン
ポートかごしまの計画は引き続き必要である。

港
湾
計
画
改
訂

活動が活発で
増加傾向

港湾計画改訂後
低量で安定

近年、横ばい状況にあり
既存の処分場で対応可能
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マリンポートかごしま位置

Ⅱ期

Ⅰ期



【今回計画】【既定計画】
【臨港交通施設計画】
臨港道路鴨池中央港区線

起点：臨港道路鴨池港線
終点：中央港区埠頭
２～４車線

【臨港交通施設計画】
臨港道路鴨池中央港区線

起点：臨港道路鴨池港線
終点：臨港道路人工島巡回線
４車線

【臨港交通施設計画】
臨港道路中央港区ふ頭線

起点：中央港区埠頭
終点：臨港道路人工島巡回線
２車線

中央港区埠頭

臨港道路鴨池港線 臨港道路鴨池港線

中央港区埠頭

人工島巡回線

人工島
巡回線

鹿児島港港湾計画一部変更内容

○鹿児島港における港湾物流の円滑化を早急に図るため、臨港道路鴨池中
央港区線に係る臨港交通施設計画を変更する。
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確認事項 基本方針※との適合

臨港道路の
法線変更

前文

（前略）
これらの多様な要請に対応して、我が国の港湾が社会から求められる機能を的確に発揮するた

め、我が国産業の国際競争力の強化と国民生活の質の向上を支える、効率的で安全性・信頼性
が高く環境負荷の小さい輸送体系を構築していく。

Ⅰ今後の港湾の進むべき方向
１ 産業の国際競争力と国民生活を支える物流体系の構築
(１)海上輸送網の基盤の強化
⑤地域の暮らしを支える機能の確保

離島及び地方における日常生活や地場産業を支える港湾は、周辺の港湾と相互に連携しつつ効
率的かつ安定的な海上輸送ネットワークを形成して、地域の暮らしを支えられるように、地域の特
性に配慮した機能を確保する。特に、離島においては港湾が地域の生活に不可欠な交通基盤であ
ることから、就航率の向上等、輸送の安定性の確保に努める。

確認の視点

※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（平成26年12月19日 国土交通省告示第1167号）
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